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ラフルなユニフォームが、清

掃の現場で増えているように

感じます。

　企業や施設のシンボルカラーをあ

しらったものやコントラストのはっ

きりした、鮮やかな配色のものなど

です。背景と同化する色を着て目立

たぬように掃除する、というスタイ

ルは過去のものになりました。目立

つことであえて負った「責任」を果た

そうとする意気込みにも思えます。

　先日、研修に参加してくれた方が、

忙しかったのかその日はユニフォー
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ムのままで来てくれていました。臙

脂（えんじ）色に近い明るい赤色の

ポロシャツに、チノパンの組み合わ

せ。結構はっきりとした色なんだな

と思っていました。

　終了後に「鮮やかな色ですね。似

合っていますよ」と声をかけると、

「そうなんです。これを着ていると

どこにいても目立って、さぼれない

んですよ」と明るい返事が返ってき

ました。

　確かに、街で見かけるユニフォー

ムは以前と比べると明るい色が多く

なっているように感じます。一方で

は、きっちりとしたスーツスタイル

のユニフォームも目にする機会が増

よそ行きを着ると背筋が伸びるよう

な感じです。

　商業施設では特に、その空間の一

員としての振る舞いが求められてき

ています。店舗の場所の案内をきち

んとしてもらえるか否かは、テナン

トさんにとっては売り上げに関わる

一大事です。

　清掃スタッフも店内図を携帯する

ようになったり、大きな案内図のと

ころまで必ず誘導することがスタン

ダードになったり、清掃スタッフの

位置付けが変わってきていることは

確かです。

　地下鉄の清掃スタッフも、すぐに

わかります。いくつかの駅を掛け持

ちで担当しているようで、車内で

も見かけることもあります。まさ

に、シンボルカラーのブルーのユニ

フォームです。女性の帽子はふわふ

わと丸く、可愛い印象です。

　ユニフォームの色や形の変化は、

働く人の立場も変えようとしている

と思います。「こっそり、人目につ

かないように」から「お客様のなか

でも堂々と」へ、働き方の変化を意

味するものではないかと思います。

　それに伴って、清掃する側の意識

も変えていかなければいけない時代

が来たといえます。まずは、見た目

から変えていくことも、わかりやす

くてよいことですね。

　ＪＡＬの乗務員のころ、「制服を

着ているときは絶対に走るな」と言

われていました。制服を着た乗務員

が走るときは非常時を意味する、だ

から「日常の乗務のなかで走らねば

ならないことはない！」と。

　これを聞いた当初は、時間に遅れ

そうになったらどうするんだと内心

反発する気持ちでしたが、次第に気

がつきました。つまり、そうならな

いように時間管理をしろということ

なのだと。制服を着た以上は、「着

ている『責任』があることを考えて

行動しろ」という意味です。

　責任と言えば、先日、道の真ん中

にごみ袋がゴロンと転がっていて、

中身が少し引きずり出されていると

ころに遭遇しました。

　おそらくカラスの仕業でしょう。

住宅街の生活道路、けっこう車の通

りは多くて、そのままにしておけば

やがて道いっぱいに中身が広がって

しまうことが想像できました。

　たまたま通りかかった私、どうし

よう、端に避けようかどうしようか

と思いながら近づいていくと、その

通り沿いにあるマンションの管理員

さんが、エントランス付近を掃除し

ている様子が目に入りました。オレ

ンジ色のユニフォームを着ていまし

た。

　するとその管理員さんがするする

っと近づいていき、散らばりかけた

ごみ袋を回収して、ささっと掃いて

きれいにしてしまいました。そのご

み袋がマンションから出たものでは

ないことは明らかでしたが、躊躇す

ることなく手際よく片付けてくれま

した。

　住人にとっての快適な空間を守る

という職務意識がさせたのか、気持

ちのよい隣人の存在と「きれい」を

任されていることの責任を垣間見た

ように感じました。

　気持ちのよい隣人といえば、自

宅近くの幹線道路沿いに、自動車

ディーラーのショールームがありま

す。車のショールームといえば一面

ガラス張りで、展示してある車がよ

く見えるようになっていますが、そ

この店もそうです。

　通勤時、その店の前を通る際に、

展示された車を取り囲むようにス

タッフが並び、朝礼をしている風景

を時折見かけていました。道路に一

番近い車の周りであえて行っている

ようですので、歩きながらでもよく

見えます。つなぎの服を着ているの

は整備さん、総出で行っているとわ

かりました。

　いつもと違う時間に出かけたと

き、道路を掃除する人たちに出会い

ました。そうでした、ここのスタッ

フは朝、周辺の道路の掃き掃除をし

てくれています。

　その道を駅に向かって歩いている

と、ショールームからかなり離れた

ところでも道を掃いている人がいま

した。こんなところまで来ている、

と改めて驚きます。上司の指示なの

か、あるいは本人の意志なのか、い

ずれにしても頭が下がります。

　売り上げをねらっての行動と、意

地悪な見方をする人がいるかもしれ

ません。ですが、結構長い期間引き

継がれて続いている清掃です。車を

売る側として、道の美化に責任を感

じているのかもしれません。そんな

ふうに思えました。

　皆様、どうぞ素敵な新年をお迎え

ください。来年もよろしくお願い申

し上げます。

えました。ワイシャツやブラウスに

ベスト、襟元にはネクタイやスカー

フ、そして帽子を被っている、正装

に近いスタイルです。

　東京駅近くのビルで見かけた「正

装」の清掃スタッフは、どの人も姿

勢がよく、しゃんとした印象でした。
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